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1.はじめに 

(1)研究の背景と目的 

心の拠り所となる「大切な場所」が地域の中に複数存在

することは重要である。自宅だけでなく、身近な地域の中

に「大切な場所」があることは、地域アイデンティティの

形成や地域への愛着を醸成するものだと考えられる。こう

した場所の存在を把握し可視化することは、まちづくりの

要素として必要不可欠である。加えて、感染症対策のため

地域で過ごす時間が増している現在、心の拠り所となるよ

うな「大切な場所」の存在は、より重要になっていると考

えられる。 

2020年6月、大岡山・千束地区まちづくり協議会は「大

岡山・千束地区の未来のためのまちづくりアンケート」を

行った。本研究は、そのアンケート調査内の重要な項目で

ある「大切な場所」に関する問いについて調査報告を行う

ものである。 

大切な場所については 1(2)で後述するように関連する

研究がいくつか存在し、本研究と同様に圏域図示法による

調査方法もみられるが、これらの研究では場所を類型化し

て分析している。しかし、例えば同じ街区公園であっても、

その場所が持つ性質や場所との関係によって大切に思う理

由は異なっていると考えられることから、本研究では、具

体的な個々の場所と人々がどのような関係を持っているの

かを分析する。 

以上より、大岡山・千束地区の住民を対象に実施した「大

切な場所」に関するアンケート調査の結果から、①地域住

民にとっての大切な場所はどのような場所であるのか、ま

たその特徴を把握すること、②その場所を大切に思う理由

を把握するとともに理由からみた大切な場所の特性を把握

すること、以上2点を本研究の目的とする。 

(2)先行研究と本研究の位置づけ 
大切な場所に関連して、場所の記憶や物語の共有による

地域愛着への影響を考察した研究はこれまでにもいくつか

見られる。松村ら 1)は、地域の絆を住民の地域のなじみと

とらえ、住民の地域に対するなじみの意識構造を明らかに

し、地域住民から収集した場所の記憶を共有することによ

って、地域に対するなじみに及ぼす影響を研究している。

宮川ら 2)は、2010 年に開通した「かしてつバス導入経緯」

に着目した物語を作成し、その物語が地域愛着や公共交通

への態度に与える効果を、窪田ら 3)は、地域の「物語」に

着目し，地域住民の協働事業への受容意識や参画意識との

関連を実証的に検討している。これらの研究は地域愛着へ

の影響に注目したものといえる。 

好きな場所や大切な場所と地域特性を関連づけている研

究としては以下の研究がある。建部ら 4)5)は、まちづくりの

切り口の一つとして子どもの心象風景に着目し、その想起

場所や想起理由は地域特性に影響を受けること、子どもの

想起場所は日常性を有した場所であり、自宅周辺または学

校方向にあることを示した。湯川ら 6)は、地域住民が大切

に思う場所とその理由の把握の手法として、５つに類型化

した場所の経験価値の有効性を検討した上で、コミュニテ

ィ・スケールの空間計画に活用できる可能性に言及してい

る。これらの研究では圏域図示法による調査方法を採用し

ているものの、回答のあった場所については類型化した上

で分析・比較を行なっており、この点が本研究と異なる。 

一人一人の人と場所との関係については、「聖なるもの」

の観点から宗教学者と建築家・都市計画家らの文献に散見

された。まず宗教学者であるオットー7)によると、「聖なる

もの」は非合理的で、非日常的経験をもたらす。そしてエ

リアーデ 8)は、非日常性と超越性をもった「聖なるもの」
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は、日常性と内在性を持つ「俗なる空間」からの隔絶によ

って見出され、さらには「俗なる空間」での体験に付け加

えられる形で体験されるものと述べる。次に建築家のリン

チ 9)によると、環境は市民に意味や連想を吹き込まれては

じめて真の場所となり、聖地は名称や思い出、 独特な形態、

神聖な場所などで密度が高い。アレグザンダー10)によると、

どのようなまちにもその地域と住民のルーツとを象徴する

ような特別かつ本質的な場所が存在する。またヘスター11)

によると、「聖なる場所」は日常生活の中に潜在的に存在し、

人に進むべき方向、世界観、アイデンティティを与え、そ

の土地に人々を根付かせる。三者ともにこれらの場所の保

全を強く主張している。以上、宗教学者が言及しているよ

うな、一人一人の人と世界との関係とから生じる「聖なる

空間」があり、全体として「聖なる場所」がまちに顕れて

くることについて、建築家や都市計画家は言及している。

この現れ出てくる形がヘスターの言う「聖なる構造」だと

考えられる。本研究では、ここでいう、一人一人の場所と

の関係からみえてくる全体の構造に着目し、実際のアンケ

ート調査結果から、この地域全体の特性を表す「大切な場

所」に関する構造を考察する点に独自性がある。 

 
2.大岡山・千束地区のまちづくりアンケート(1) 

(1)大岡山・千束地区の概要【図1】 
大岡山・千束地区は大田区北部に位置し、北東部の環状

7 号線、南部の中原街道、西部の呑川に囲まれた地域であ

る。台地と谷が入り組んだ起伏の多い地形を有しており、

かつては谷筋を小川が流れ洗足池に注いでいた。地区内に

は東急目黒線と東急大井町線が通っており、大岡山駅と北

千束駅がある。西部には東京工業大学、南部には洗足池公

園があり、駅周辺に商店がある他は主として住宅地となっ

ている。面積2.02km2、人口35,204人である。 

(2)まちづくりアンケートの概要   

本調査は、2020年6月に実施され、2000部配布し、紙面

とweb合わせて501部（25.1%）の回答を回収した。アンケ

ートは暮らし、コミュニティ、自然環境、まちなみ・風景

の4点について各2問の選択式質問（問1～問8）と、当地

域内で「大切に思う場所」とその理由に関する自由回答式

質問(問9) 【図2】で構成されている。以下、本研究では、

大切な場所に関する回答および属性データを用いて、分析

と考察を進める。 

 
3.大切な場所から見る大岡山・千束地区 

(1)大切な場所の回答結果 

「大切な場所はどこですか？」との問いに対する全回答

者数は412人、回答総数は1104件であった。最も多く大切

な場所を回答した人で11箇所、平均で1人当たり2.7 箇

所の回答であった。 

回答を整理した結果(2)、大切な場所として挙げられた場

所は全部で122箇所であった(3)。回答された場所を地図上

に示しハートの大きさで回答した人数を表したものを【図

3】、同じ場所を回答した人数を示したグラフを【図 4】に

示す（なお、図4には大切な場所毎の大切に思う理由の結

果も含まれているが、これについては4章で分析する）。 

【図 3】をみると、大切な場所はアンケートの配布地域

全体に散らばりつつも、特に洗足池公園とその周辺に多く

集まっていることがわかる。これは、洗足池公園そのもの

を回答した人が多かったことに加え、洗足池公園内の特定

の場所を回答した人や洗足池公園周辺にある公共施設を回

答した人が多かったことによる。そのほかには、東工大構

内や大岡山駅前に回答が多くみられる。 

次に、大切な場所の回答者数をみていく【図4】。大切な

場所として最も回答が多かったのは[a.洗足池公園]の 246

人で、全回答者の59.7％がこの場所を挙げていた。次いで

[b.東工大]120人、[c.大岡山駅前]73人となっている。 

全体の傾向をみると、「大切な場所」と回答した人数が10

人以上の場所は15箇所、その回答数は807件（回答総数の

73.1%）にのぼり、約7割の回答は上位15箇所に集中して

いた。これらの場所は前述した[a.洗足池公園]をはじめ、

大岡山・千束地区で数多くの人に共有(4)されている場所で

ある。一方、1人だけが回答している場所は50箇所（回答

図2.問9「大切な場所」の回答一例 図1 大岡山・千束地区概要図 
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数 50件）あり、大切な場所の回答総数の 4.5%を占める。

これらの場所をみると、[dp.大岡山駅への坂道]のように名

もなき道や場所が挙げられており、他の人に共有されてい

ない個人的な理由により大切に思われている場所だと考え

られる。 

このことから、【図4】は縦方向の長さが「大切な場所の

共有度」、横方向の広がりが「大切な場所の多様性」を、図

全体として「大切な場所の特性」を表していると考えられ

る。共有度と多様性はともにまちの特性を表すと考えられ、

回答者数の多い場所のみを重要視するのではなく、全体を

捉える視点が肝要だと考察される。 

(2)個人属性から見た大切な場所 

大切な場所を回答者の個人属性（年齢・住所・居住年数）

から分析した。 

回答者数が少なった場所では、個人属性からみた傾向を

読み取ることが困難であったが、回答者が 10 人以上だっ

た 15 箇所の年齢/住所/居住年数の集計結果を定性的に分

析を行った(5)。まず、年齢では8/15(6)、居住年数では7/15(7)

の場所で回答者全体の属性傾向とは異なる傾向が確認され

た。具体的には、[d.東工大本館前]、[i.東工大陸橋]、[k.

洗足池図書館]は年齢や居住年数が低く、新しく引っ越して

きた若い世代が大切な場所として選んでいることが考察さ

れた。一方、[j.千束八幡神社]、[o.ひょうたん池]は年齢

や居住年数が高く、昔から住む住民から選ばれていること

が考察された。 

 次に、住所では 11/15(8)の場所で回答者全体の属性傾

向とは異なる傾向が確認され、年齢や居住年数よりも、よ

り強く住所と大切な場所に関係があることが示唆された。

図3.「大切な場所」の回答結果 

図5.「大切な場所」の回答者の町別割合 
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図4.「大切な場所」としてあげられた場所とその回答者数と「大切に思う理由」の場所ごとの回答者数とその分類（表） 

10人以上 6～9人 2～5人 
（15箇所） （44箇所） （13箇所） 

c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z aa ab ac ad ae af ag ah ai aj ak al am an ao ap aq ar as at au av aw ax ay az ba bb bc bd be bf bg bh bi bj bk bl bm bn bo bp bq br bs bt bu bv bw bx by bz ca cb cc cd ce cf cg ch ci cj ck cl cm cn co cp cq cr cs ct cu cv cw cx cy cz da db dc dd de df dg dh di dj dk dl dm dn do dp dq dr 計
A 12 9 22 1 15 3 4 7 6 2 1 4 3 1 1 1 4 2 2 1 2 1 1 2 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 215 A
B 10 5 2 3 3 5 4 3 2 2 2 3 8 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 123 B
C 7 20 17 23 2 2 1 3 1 4 4 3 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 114 C
D 3 9 1 3 4 3 3 1 1 1 1 1 2 2 2 2 1 3 1 2 2 1 1 1 1 105 D
E 3 6 5 1 5 2 2 2 2 1 3 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 93 E
F 11 7 2 5 1 4 1 1 1 1 2 1 2 2 1 3 2 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 82 F
G 14 1 11 2 2 3 2 1 1 2 1 1 1 1 51 G
H 2 1 12 1 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 44 H
I 2 2 1 3 4 2 1 1 28 I
J 1 6 18 J
58 46 47 31 27 27 34 19 14 12 9 12 10 9 9 5 4 6 6 6 5 2 6 6 4 3 5 5 5 5 3 4 4 4 4 4 4 3 3 2 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 873 計
 A：⾃然（植物・動物・⽔辺）  B：⽇常の慣習・⽣活の⼀部  C：地形とそれに伴う⾵景  D：⾃分の内⾯・⼼の状態  E：思い出  F：機能性・利便性・景観  G：他者へのまなざし・想い  H：他者との関係・交流・集まり  I：地域の歴史性  J：まちの象徴

a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z aa ab ac ad ae af ag ah ai aj ak al am an ao ap aq ar as at au av aw ax ay az ba bb bc bd be bf bg bh

120 

- 977 -



公益社団法人日本都市計画学会 都市計画論文集 Vol.56 No.3, 2021 年10 月 
Journal of the City Planning Institute of Japan, Vol.56 No.3, October, 2021 

 
 

以下では、より詳しくその傾向を見ていく。 

(3)住所から見た大切な場所 

各町（北千束、南千束、石川町、大岡山・南、その他）

の範囲内の場所を「大切な場所」と回答した人が、どの町

に住んでいるのかを円グラフで示した【図5】 (9)。 

町別割合をみると、例えば、北千束の範囲内の場所を「大

切な場所」として回答した人の住所では、北千束の人が

59.4%となっており、全体平均の北千束の割合より高くなっ

ている。同様に、ほかの町においてもその町に住む人から

の回答割合が高い傾向がみられた。つまり、大切な場所は

住んでいる場所との距離に影響を受けていると考えられる。

そこで、より詳細に住所との関係をみるために、回答者が

住んでいる町丁目別に大切な場所を分析した結果、大きく

３つの特徴がみられた。 

まず、1 つ目は住んでいる場所に影響を受けない大切な

場所である【図6左】。具体的には[a.洗足池公園]（1位）、

[b.東工大]（2位）、[e.東工大本館前]（5位）の3箇所は

全ての町丁目の居住者から回答があり、これらの場所はこ

の地区全体で共有されているまちを象徴するような大切な

場所だといえる。 

次に、住んでいる場所の近くにある、日々の生活に身近

な大切な場所である【図6中央】。具体的には、自分が住ま

う町丁目内の場所を大切な場所として回答する傾向がみら

れた。例えば街区公園では、全体で見た場合は回答数が10

図6.回答者の町丁目別の「大切な場所」 
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1人 
（50箇所） 

c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z aa ab ac ad ae af ag ah ai aj ak al am an ao ap aq ar as at au av aw ax ay az ba bb bc bd be bf bg bh bi bj bk bl bm bn bo bp bq br bs bt bu bv bw bx by bz ca cb cc cd ce cf cg ch ci cj ck cl cm cn co cp cq cr cs ct cu cv cw cx cy cz da db dc dd de df dg dh di dj dk dl dm dn do dp dq dr 計
A 12 9 22 1 15 3 4 7 6 2 1 4 3 1 1 1 4 2 2 1 2 1 1 2 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 215 A
B 10 5 2 3 3 5 4 3 2 2 2 3 8 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 123 B
C 7 20 17 23 2 2 1 3 1 4 4 3 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 114 C
D 3 9 1 3 4 3 3 1 1 1 1 1 2 2 2 2 1 3 1 2 2 1 1 1 1 105 D
E 3 6 5 1 5 2 2 2 2 1 3 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 93 E
F 11 7 2 5 1 4 1 1 1 1 2 1 2 2 1 3 2 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 82 F
G 14 1 11 2 2 3 2 1 1 2 1 1 1 1 51 G
H 2 1 12 1 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 44 H
I 2 2 1 3 4 2 1 1 28 I
J 1 6 18 J
58 46 47 31 27 27 34 19 14 12 9 12 10 9 9 5 4 6 6 6 5 2 6 6 4 3 5 5 5 5 3 4 4 4 4 4 4 3 3 2 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 873 計
 A：⾃然（植物・動物・⽔辺）  B：⽇常の慣習・⽣活の⼀部  C：地形とそれに伴う⾵景  D：⾃分の内⾯・⼼の状態  E：思い出  F：機能性・利便性・景観  G：他者へのまなざし・想い  H：他者との関係・交流・集まり  I：地域の歴史性  J：まちの象徴

bi bj bk bl bm bn bo bp bq br bs bt bu bv bw bx by bz ca cb cc cd ce cf cg ch ci cj ck cl cm cn co cp cq cr cs ct cu cv cw cx cy cz da db dc dd de df dg dh di dj dk dl dm dn do dp dq dr 他

※表下の各分類名の背景色は【図7-1、3】内の分類を示す色に対応する。 
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件未満であるが、回答者の町丁目別に見ると、自分が住ま

う町丁目にある街区公園を少なくとも2名以上が選んでお

り、町丁目別では上位にあるものが多い。つまり、住んで

いる町丁目規模で共有されている大切な場所だと考察され

る。 

最後に町丁目別の回答者数が1人のものに注目する。こ

れは町丁内やその周辺にあるもの、少し離れた位置にある

ものもあり、回答者の生活圏などの影響を受けていると考

えられる。どちらの場合でも、これらの場所は個人的な場

所だということがわかる【図6右】。 

以上のことから、住んでいる場所との関係からみると、

大切な場所には「地区全体で共有されている大切な場所」、

「町丁目規模で共有されている大切な場所」、「同じ町丁目

に住む他者に共有されていない個人的な大切な場所」の３

つの特徴があることがわかった。 

 
4.大切に思う理由の分類と分析 

「大切に思う理由は何ですか？」との問いに対する回答

者は366人、回答総数は873件であり、大切な場所の79.1%

が理由とともに回答されていた。 

大切に思う理由の記述回答は場所ごとに整理を行った。

そのうち回答数が多く多様な理由が見られた[a.洗足池公

園]（197件）と[b.東工大]（91件）の結果を【表1】に示

す。このように、それぞれの場所ごとに、類似する理由を

集めてグループを作り、グループにタイトルを付けた。次

に、場所に関係なく、付けられたすべてのタイトルを集め

て分類した結果、A〜Jの10 分類となった(10)。【図 4(表)】

は各場所の大切に思う理由の数を分類ごとに示したもので

あり、各分類での理由数の合計が多い順に分類 A〜分類 J

とした。 

(1)大切に思う理由の質的分析 

大切に思う理由の 10 の分類には、大きく３つの傾向が

考察された。 

1つ目は、場所の特徴を示すようなもの（分類A,C,F,I）

である。分類F「機能性・利便性・景観」は機能性や利便性

についてのものや、整然としていて綺麗というような表面

的な景観についてのものである。分類 I「地域の歴史性」

は自然・神社・学校が古くから守られてきたこと、道や樹

木から歴史を感じること、歴史的人物に縁があること等が

ある。分類 C「地形とそれに伴う風景」は、坂・高台の風

景・水系など当地区ならではの地形についてのものと、富

士山の眺望や空が広いというような地形や建物に深く関係

するものである。分類 A「自然（動物・植物・水系）」は、

多種多様な動植物や水辺など豊かな自然があること、街路

樹や花壇などで自然を身近に感じること、これらから四季

の変化を感じること等の理由がある。 

2つ目は、場所と個人の関係を示すもの（分類B,D,E）で

ある。分類D「自分の内面・心の状態」は自然や景色に癒さ

れる、駅に着くと帰ってきた安心感を感じる、商店街を歩

いて元気になるというような、内面への影響を理由として

いるものである。分類B「日常の慣習・生活の一部」は、大

人は散歩・運動・休憩などに、子どもは遊び場として使う

など、日常生活で繰り返し訪れているというような理由で

ある。分類E「思い出」は子どもの頃や家族との思い出、学

生時代の思い出など、個人の記憶に残る思い出に由来する

ものである。 

3つ目は他者の存在があるからこそ生じるもの（分類G,H）

である。分類H「他者との関係・交流・集まり」は老若男女

が集まること、そこで生じる交流や活気などを理由として

いるものがある他に、地域外からの来訪者の存在を理由と

しているものもある。分類G「他者へのまなざし・想い」は

子どもをはじめとした人々の姿から感じる幸福感や、手入

a.洗足池公園（197）
■自然が感じられる場所である（33）
… 四季の移り変わりが感じられる（16）
多様な動植物や貴重な水環境など豊かな自然がある（36）
都心で自然に触れられる貴重な空間である（7）

■散歩をはじめ様々な活動を楽しみに日々訪れる（41）
… 日々の散歩で自然を楽しむ（18）
自然遊びができる（8）
⼦どもを連れてよくいく場所です。⾃然がたくさんあり、住んでいても
⾃慢のできる場所です。この夏は⾍取りをして⼤⼈も⼀緒に楽しみました。
（⼥性/30代/北千束1/10年未満）

■水辺があることで地形の文脈を感じたり空が広く感じたりする（5）
■心に触れる自然があり時間を忘れて癒される（45）
春夏秋冬それぞれの季節を感じられ、ここを訪れる⼈たちがみんな穏やかで
やすらげる空間。（⼥性/40代/北千束1/30年以上）

■子どもの頃や家族との思い出の場所である（24）
６８年前通学の帰りに必ず寄り道して遊んだ場所、いつまでも残したい⼤切な場所
（男性/70代/その他/20〜29年）

■他者の姿を見て楽しむ（3）
■老若男女の集い交流が生まれる場所である（8）
⿃の案内板があるので野⿃観察の初⼼者でも楽しめたり、⿃を⾒ていると
「あっちにカワセミがいましたよ」などと教えてくれる優しい⽅が多いのも
好きなところです。（⼥性/20代/上記住所内に在勤・在学/-）

■長い土地の歴史の残る景勝地である（8）
■自然豊かな地域のシンボルである（4）
⼼なごむ景観に囲まれた、⼤きな公園。⼼も体も健康になれる地域の象徴
(男性/60代/南千束2/30年以上)

b.東工大（91）
■自然が感じられる場所である（33）
… 四季の移り変わりが感じられる（16）
学術的空間でありながら豊かな自然がある（17）

■散歩をはじめ様々な活動を楽しみに日々訪れる（15）
… 日々の散歩で自然を楽しむ（8）
■富士山のある風景を楽しむ（7）
■広々とゆったりした雰囲気があり人々の憩いの場となっている（8）
時計台前で咲き乱れる⾒事な桜、秋の⻩⾊に⾊づいた銀杏並⽊などなど、
静かで広い構内は住⺠にとっても安らぎの⼤切な空間になっています。
（男性/70代/その他/20〜29年）

■思い出の場所である（5）
■車の少ない構内を地域住民も安全に歩くことができる（6）
■学生や元気な子どもの様子が見える（3）
東⼯⼤のキャンパス内で地域の⼦どもたちが遊んでいる姿を残していきたい。
（男性/20代/上記住所内に在勤・在学/-）

■大学と地域で交流があり構内は地域住民の集う場所である（4）
■歴史を感じる自然や建物がある（3）
■学園都市としての地域の顔となっている（7）
⼤岡⼭駅前からひろがる東⼯⼤は、住⺠の誇る⽂教地区の代表です。
キャンパス内の⾃然の育みも⼦供の成⻑と⼀緒に恵みを受けました。
（男性/70代/南千束3/30年以上）

表1. [a.洗足池公園]と[b.東工大]の理由の分類 
()内の数字は含まれる理由の数 

※■の色は【図7-1、3】内の分類を示す色に対応する。 
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れされた公園や花壇を通して感じる感謝の想い、場所や街

を大切に思っている人の存在による安心感や嬉しさなどが

ある。 

なお、上記の傾向に含まれないものとして、分類 J「ま

ちの象徴」があった。 

以上の分類の内容から分類間の関係を考えると、まちの

土台であり特性となる分類A・C・F・Iが分類B・D・E・G・

H のまちの生活や豊かさへとつながり、これらがよく現わ

れている場所の理由として分類Jがあると考察される。 

(2)大切に思う理由の量的分析 

【図 4(表)】は、それぞれの大切な場所が、どの分類の

大切に思う理由とともに回答されたのかを量的に示したも

のである。 

これをみると、回答者数が多いほど1つの場所の持つ理

由の分類は多くなり、多面的な理由から多くの人に選ばれ

る傾向が読み取れる。ただし、その傾向から外れる場所も

みられ、例えば、回答者数が9名で等しい[p.石川町上の台

公園]と[q.清水窪児童公園]を比較すると、前者は理由が5

つ該当しているのに対し、後者は2つの分類だけであるこ

とから、同じ街区公園でもその特性が異なり、人々にとっ

てのその場所の意味が異なることが考えられる。 

また、一人だけが回答した場所[bu〜dr]については、分

類E「思い出」と分類F「機能性・利便性・景観」の理由が

多いことがわかる。 

そのほか、特徴的な場所として[c.大岡山駅前]が挙げら

れる。[c.大岡山駅前]は一見すると機能的な場所であるが、

最も多くの理由があった分類として分類 G「他者へのまな

ざし・想い」があった。これは、【表1】の[a.洗足池公園]

と[b.東工大]の他者へのまなざしとは違い、駅前にあるコ

ミュニティ・ガーデンを手入れしている中学生や地域住民

への感謝の気持ちとそこから感じる想いが書かれていた。 

次に、10の分類ごとに量的傾向をみてみると、大切に思

う理由の中で最も多いのが分類 A「自然（動物・植物・水

系）」であり、215件の回答があった。多くの人々がまちの

中で身近に触れることのできる自然のある空間を大切に思

っていることが伺える。次いで分類 B「日常の慣習・生活

の一部」の理由が123件あり、日々訪れることで日常生活

に欠かせない大切な場所となっていくことが考えられる。

一方、分類F「機能性・利便性・景観」は82件であり、大

切に思う理由の回答全体の１割にも満たなかった。このこ

とから、多くの人々は、都市計画等で一般的に重視される

機能性・利便性の高さや整った景観を有した場所ではなく、

まちの特別さや日々の生活、思い出、他者との関係のある

場所を大切に感じているということがわかった。 

 
5.大切に思う理由から見る大岡山・千束地区 

本章では、4章で導いた大切に思う理由の分類A〜Jから

大切な場所の特徴を把握する。 

分類 A～J の理由とともに回答された大切な場所を地図

上に示して分析を行った【図7-1】。これらのうち、特に分

布に特徴がみられた分類C、Eを考察する。 

分類C「地形とそれに伴う風景」に関する理由は93件、当

該理由のあげられている大切な場所は 24 箇所であった。

図7-1.分類A・B・D・F〜Jの分布 

図7-3.分類E「思い出」の分布 

図7-2. 分類C「地形とそれに伴う風景」の分布と地形図 
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「地形とそれに伴う風景」に関する理由をより詳細にみる

と、(1)坂のある風景や坂・高台からの風景がある、(2)富

士山が見える、(3)空が広く見渡せる風景がある、(4)地形

から生じる水系、の4つに分けられ(11)、これらの理由別に

大切な場所を地形図に示した【図7-2】。これをみると、⑴

の高台や坂の風景は、地形的に谷となっている場所や西側

の崖線上にみられる。(2)の富士山が見える大切な場所は、

西側の崖線上に連なっていることがみてとれる。(3)の空が

広く見渡せる風景は池や河川に多くみられる。(4)の地形か

ら生じる水系は、[d.清水窪湧水]の1箇所だけとなった。

1970年代に小川が暗渠化されるまでは、清水窪から流れ出

る湧水が洗足池まで流れ込む風景がみられたことから(12)、

「昔の風景を想像して楽しんでいる。」といった理由のよう

に、水辺としてではなく洗足池との繋がりを明確に意識し

た理由が語られていた。一方、洗足池を大切だと思う理由

には、水辺としての記述はあるが水系に関する記述はなく、

対照的である。 

以上のことから、分類Cの分布には、当地区ならではの

地形の特徴が大切な場所が織りなす構造として現れている

と考えられる。地形に伴う風景は変わらずあり続ける地形

に由来するもので、5年10年経っても変わらず、同じよう

な分布になると考えられる。 

次に、分類E「思い出」に関する理由は91件、当該理由

のあげられている大切な場所は40箇所であった【図7-3】。

これをみると、[a.洗足池公園]のように回答者が集まって

いる場所も一部みられるが(13)、全体的には、地形とそれに

伴う風景に比べ、一つ一つのハートが小さく分散している

ことがわかる。これは、子どもの頃や学生の頃の思い出、

子や孫と訪れた思い出など、個々人の記憶に残る思い出(14)

の場所をそれぞれ持っているためだと考えられる。これら

は、他者と共有されている場所ではなく、個人にとっての

意味合いが大きい場所であることから、5年10年経った場

合、今と分布が異なる可能性が高いと考えられる。  

分類 C「地形とそれに伴う風景」は、当地区ならではの

地形の特徴を表しており、一つとして欠けることのないよ

う一体的に考えていくことで、当地域の特徴を守りながら、

この特別さについて人々の意識を高めることができる。ま

た、分類E「思い出」も同様に、一つでは個人にとっての思

い出の場所に過ぎないかもしれないが、まちの至る所にた

くさんの人々の生活や記憶が刻まれていることを総体とし

て認識することで、大岡山・千束地区の土地の履歴として

価値づけができるようになると考えられる。以上のように

大切な場所が織りなす構造は、１つ１つバラバラの大切な

場所として考える以上に、まちにとっての価値をより明確

にするとともに、それぞれの価値も高めることができると

考えられる。 

 
6.結論 

大岡山・千束地区を対象に「大切な場所」と「大切に思

う理由」についてアンケート調査を実施し、以下のことが

明らかとなった。 

1.大岡山・千束地区に122箇所の大切な場所を確認した。

洗足池公園のように、大岡山・千束地区で数多くの人に

共有されている場所がある一方で、名もなき道など1名

だけが回答した場所も50箇所確認された。 

2.住んでいる場所との関係からみると、大切な場所には「地

区全体で共有されている大切な場所」、「町丁目規模で共

有されている大切な場所」、「同じ町丁目に住む他者に共

有されていない個人的な大切な場所」の３つの特徴があ

ることがわかった。 

3.大切に思う理由の記述回答を場所ごとに整理し、類似す

る項目をまとめた結果、10の分類に分けることができた。

この10の分類には、「場所の特徴を示すもの」、「場所と

個人の関係を示すもの」、「他者の存在により生じるもの」

の３つの大きな傾向がみられた。 

4.大切に思う理由の地図上の分布から考察した大切な場所

が織りなす構造を考察した結果、分類 C「地形とそれに

伴う風景」については、変わらずあり続ける当地区なら

ではの地形の特徴が現れていることを確認した。 

今後、地域住民に「大切な場所」の結果を共有すること

で、まちに大切な場所がたくさんあるということ、まちを

大切に思っている人がいるということを知り、まちの見方

が変わるとともに、地域への愛着が増し「自分のまち」と

いう意識につながることが期待される。また、これらの大

切な場所が織りなす構造はこの地区のコミュニティ生活や

本質を現しており、この構造をまち全体でとらえることで、

1 つの場所においても、まち全体においても、地域住民に

とって本当に守るべき大切なことの方向性が明らかになる

と考えられる。 

 
【補注】  

(1)まちづくりアンケートを実施した大岡山・千束地区まちづくり協議会は、

「地域力を生かした大田区まちづくり条例」に基づき設立された組織で
ある。協議会は、今後のまちの未来について考える「大岡山・千束地区

の未来のためのまちづくりアンケート」を実施した。なお、アンケート

調査の設計及び分析作業は、筆者らが所属する大学研究室が担当した。 
(2)洗足池公園や東工大については、それぞれ特定の場所の記述がない全体

に対するものは[a.洗足池公園]や[b.東工大]とし、敷地内の特定の場所

についての記述または地図上に印があるものは別の名称で整理してい
る。 

(3)大切な場所の回答総数1104 件のうち、特定の場所である122 箇所に対

する回答の他に、まち全体の住宅街や公園、学校、坂道等に関する抽象
的な回答（図4中「まち全体」）が21件あった。また、まち全体への抽

象的な回答としては以下のようなものがある。 

・散歩をしていると町中至る所にくねくねした細い道があります。かつ
ての農道です。歴史をたどれるような気がします。＠[まち全体]（女

性/70代/北千束1/30年以上） 

・高低差のある住宅地をお庭や建物を見ながら散策するのが心地よい。
写真1. [c.大岡山駅前] 写真2. [d.清水窪湧水] 
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知らなかった小道を発見することもある。よく手入れされた庭木やツ

タをみると、その家の人の愛を感じる。閑静な住宅地もあれば、少し
にぎやかなそれもある。歩いていると新しい発見が毎回あり、季節ご

との花々や昆虫、空の表情、人々の服装や表情などを楽しんでいる。

＠[まち全体]（男性/50代/その他/20～29年） 
(4)本論文では特に断りなく共有と書いている場合は、価値や認識の共有で

あり、言語化せずとも無意識のうちに他者との間に生まれた、大切であ

るという共通認識を表現している。 
(5)回答者数が１位、２位である[a.洗足池公園]、[b.東工大]については年

齢・住所・居住年数の全ての属性において、大切な場所の問いの回答者

全体の個人属性の傾向と同様の傾向を示していた。 
(6)[d.東工大本館前]、[h.大岡山北口商店街]、[i.東工大陸橋]、[j.千束八

幡神社]、[k.洗足池図書館]、[m.勝海舟記念館]、[n.洗足流れ]、[o.ひ

ょうたん池]の8箇所が該当する。 
(7)[d.東工大本館前]、[h.大岡山北口商店街]、[i.東工大陸橋]、[j.千束八

幡神社]、[k.洗足池図書館]、[l.小池公園]、[o.ひょうたん池]の7箇所

が該当する。 
(8)[c.大岡山駅前]、[d.清水窪湧水]、[d.東工大本館前]、[f.桜新道]、[i.

東工大陸橋]、[j.千束八幡神社]、[k.洗足池図書館]、[l.小池公園]、[m.

勝海舟記念館]、[n.洗足流れ]、[o.ひょうたん池]の11箇所が該当する。 
(9)なお、全体において町別割合に偏りが見られるのは、調査票の配布数が

町によって異なっていたことの影響だと考えられる。 

(10)なお、この分類を行う際に、場所は異なっていても、意味する内容が酷
似するタイトルがあった場合には、タイトルの表現を揃えた。 

(11)(1)〜(4)に含まれる意見数・場所数・理由の例は以下の通りである。 

(1)12件・9箇所・大岡山駅に続く道から見るこの坂の風景が好きです。
坂の底が見えずなんとなくワクワクします。＠[ay.北千束 3 丁

目](女性/40代/南千束/20年〜29年） 

(2)41件・11箇所・東工大の線路にかかる橋から見える富士山は素晴ら
しいです。＠[i.東工大陸橋]（女性/70代/石川町1/30年以上） 

 (3)41件・10箇所・駅前が開けていて、雰囲気が良く、大岡山周辺の

印象を向上してくれている。＠[c.大岡山駅前]（男性/40代/南千束
2/10年未満） 

(4)20件・1箇所・子供の頃よりこの湧水が不思議でした。この湧水が

遥か洗足池へと流れ込んでいるということは子供心に「スゴーイ！」
と思ったことでした。＠[d.清水窪湧水](女性/70代/北千束2/30年

以上) 

(12)現在は、暗渠化、分流式による雨水を流して洗足池に注いでいるが、そ
れを知っているのは、雨水装置を付けている暗渠沿いの住民だけで、多

くの人は知らない。 

(13)洗足池公園や東工大本館前は、他者と思い出の場所が偶然重なったも
のであり、これは多くの人が集まる場所で起こりうる。 

(14)思い出に関する理由には以下のようなものがある。 

・子供たちが生まれたとき、七五三の時、その他祝事の時等などお世話
になり、子供の成長を楽しみにしたものでした。＠[j.千束八幡神社]

（女性/70代/北千束1/30年以上） 

・大井町線の陸橋の上から北千束駅と大岡山駅との間の電車が通るのを
昔は母とよく見た。＠[cn.大井町線上陸橋]（男性/60 代/北千束2/30

年以上） 
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